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平成２３年　9月　2日　(金)　　司会：山田　司　　記録：佐々木　大亮
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	準夜
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	公休
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・広報委員会より

　バザーの品物が少ない為、ご協力頂ける方は9/10(土)までに赤坂CW、廣瀬CWまで提出をお願い致します。

･看護グループ内研修のお知らせについて

　テーマ:SSTの基本～理論から体験まで～

　内容:17:30～SSTの基礎理論

　　　17:45～デモンストレーション

　　　18:00～ロールプレイ

日程:9/27(火)・9/30(金)

対象者:看護スタッフ･全介護スタッフ

講師:小島　怜･李　蘭

入力の期限:9/9(金)

· 出欠記入とSST経験の有無についても記入をお願いします。

看護課共有→H23年度グループ内研修出席表→H23年度[SSTの基本]出席表

307号室の壁紙ついて

･専門業者がこられ、307号室の壁紙が剥がれている箇所を確認しています。

壁紙の剥がれている箇所の修理は9/8(木)･9/9(金)の二日で行う予定となっています。WIZメールにて修理箇所の連絡を行っていき、雨天時は順延の方向となっています。

･H23年11/3精神医療福祉学会について

今年度の11/2(水)リハーサルは、全体を通しての方向で検討中となっています。委員会メンバ

－や当日発表者、座長などの当日に役割のあるスタッフは、日勤の勤務体制でお願い致します。

　リハーサルの詳細に関しては、決定次第、連絡をする方向となっています。

･南Aから東Dへの通行が感染対応の為、通行禁止となっていましたが解除となっていますので、通常通りとなっています。病棟スタッフの周知をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

･飯豊　信雄様～弟様が面会にて来院されており、本人へ小遣い15000円･タバコ･お菓子の差し入れがあり本人へ渡しています。本人へ日程の都合をつけて来院されることを話されている。

･浅野　秀子様～トイレこもりや多飲水になることなく日課を取り組まれていた。表情良く過ごされており、他者へ怒鳴ることや不機嫌になることなく落ち着いて過ごされている。

･倉橋　生子様～リハプロ前にスタッフへ「体がだるい」「重いんだよ」と身体不調を訴えており、リハプロには見学することを自ら話されています。種目へは不調を訴えていたが、声掛けにより最後まで活動をされています。易怒性や他者への過度な干渉は見られていない。

･稲垣　恵利子様～スタッフへ届け物の確認行為、水分を過剰に摂取することなく落ち着いて過ごされており、作業･リハプロ活動を最後まで取り組んでいます。

･布施　邦雄様～9/3（土）10：00～9/5（月）16：00まで外泊の予定となっています。外泊時の様子や精神状況の観察を行っていきましょう。

　

･三上　勇様～メガネの作成の為、9/8(木)に外出予定となっている。9/8(木)は診察がある為、診察を先に行うこととなっています。

･中居　松男様～本日、10:30より本人、病棟スタッフ１名、PSW１名にて本人宅へ行っている。

　　　　　　　自宅内は家電製品もそろっており、生活には支障はないと思われる。一年間自宅

　　　　　　　に戻ってないとの事で、喉やケガがひどく、環境整備が必要な状態となっていま

　　　　　　　す。外出時の様子や精神状況の観察を行っていきましょう。

＜ＳＳＴミーティング＞

･9/3(土)のSSTは短期目標の設定となっています。

＜外出プログラム＞

・外出プログラムを行うにあたり、猪股Drより古川富蔵様、木村義重様、布施邦雄様の外出が許可となっています。

＜心理士　SST勉強会＞

・アンケートから～SSTで大変だと思う点、改善したい点～について勉強会を行っております。

　ロールプレイング(リーダー、コ･リーダーの役割、進行の仕方)を行う予定となっていましたが、スタッフの人数が少ない為、延期となっています。今後、スタッフの勤務状況に合わせ日程の調整を行っていきます。

＜猪股Dr診察＞

･沢田　三朗様～本日からデイケアの体験利用をされており、デイケアについて本人より「気の遠くなる、発作が週に一度ある」ことを主治医へ話されています。環境の変化により、身体不調を訴えることがないよう様子観察していきましょう。

･五日市　規様～本人落ち着いて診察を受けています。膝痛について本人より主治医へ「リウマチだもの…一生、つきあわないと…」と苦笑いで話されている。本人の膝痛について状況観察していき様子をみていきましょう。






















